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品魚iプレ彊力鶴び園

《国語》
〇 年 間指導計画を作成する場合、どのようなことに留意すればよしヽでしょう。

○ 複 式学級にお|する効果的な国語の指導形態を教えてください。

○ 複 式学級にお|する評価の在り方につしヽて教えてください。

○ 基 礎 ・基本を確実に身に付けさせるために必要なことは何でしょうか。

〇 単 位時間の指導におしヽて、個に応じた指導を行うには、どんなことが大切でしょうか。

《社会》
① 第 3・4学年複式学級における社会科の年間指導計画を作成する場合、どのような点に留意し
たらよしヽでしょうか。

○ 児 童数の関係で、完全複式での指導ができなしヽ場合の指導計画は、どのように考えたらよしヽ
でしょうか。

○ 複 式のよさを生かし、基礎 ・基本の確実な定着を図る学習活動を展開するには、どのような

点に留意し、指導計画を作成するとよしヽでしょうか。

○ 学 習指導要領では、第3学年及び第4学年の社会科の目標と内容が一括されて示されましたが、

第3・4学年複式学級の授業では、どのような指導をしたらよしヽでしょうか。

○ 本 校は全校5学級で、1学級が第4・ 5学年の複式学級です。第4・ 5学年の指導と評価|よ、ど
のような点に留意して進めてしヽけばよしヽでしょうか。

《算数》
○ 複 式指導の年間指導計画を作成するときに、単元の配列|よどのように工夫すればよしヽでしょ
うか。
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① 基 礎 ・基本を確実に身に付けさせるための留意点|よ何でしょうか。

① 指 導と評価の一体化を進めるときの留意点は何でしょうか

○ 複 式指導で個に応じた指導には、どのような形態が考えられますか。

《理科》
〇 年 間指導計画を作成する場合、どのような点に留意すればよしヽでしょうか。

○ 理 科における資質 ・能力等が、学年に応じて身に付しヽていくような指導計画をどのように作
成すればよしヽでしょうか。

① 指 導と評価の一体化を図るための指導計画は、どのような点に留意して作成すればよしヽでし
ょうか。

① 基 礎 ・基本を確実に身に付けさせるために、授業はどのように行えばよしヽでしょうか。

○ 基 礎 ・基本を確実に身に付けさせるために評価を、どのように指導に結び付けてしヽけばよい
でしょうか。
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《社会》
○ 新 学習指導要領では、「調べ考える学習」が、重視されていますが、どのような点に留意して

学習を進めてしヽけばよしヽでしょうか。

○ 第 3・4学年複式学級における社会科の年間指導計画を作成する場合、授業時数は第3学年が
フ0時間、第4学年が85時 間となっています。どのような点に留意して年間指導計画を作成して

しヽつたらよしヽでしょうか。

○ 社会科と 「総合的な学習の時間」との関連につしヽて、
うか。

《理科》
○ 各 学年におしヽて、問題解決の能力をどのように培つていけばよしヽのでしょうか。

○ 複 式指導の指導計画にはどのようなものがありますか。また、指導計画を作成する上で、大

切なこと|よどのようなことでしょうか。

① 小 規模 ,複式指導におしヽて、問題解決能力を育成するために、特に考慮しておかなければな
しヽ点は、どのようなことでしょうか。   1

○ 新 しい学習指導要領では、「ものづくり」や 「自然災害に関する内容」が充実してしヽます。

また、「課題選択」の導入をしてしヽます。それらの学習の意義と、小規模 ・複式指導におしヽて

は、どのようなことに留意してしヽけばよいでしょうか。

○ 小 規模 ・複式指導では、個別の観察や実験をする時間をたくさんとることができますが、そ
の観察や実験をしたことを表現し、お互いの考えを練り上げてしヽくことが難ししヽとしヽわれてしヽ

ます。そこで、小規模 ・複式指導における利点を生かし、表現力を向上させるためには、どの

ようにしたらよしヽでしょうか。

《図画工作》
○ 小 規模 ・複式学級における図回工作科年間指導計画作成上の留意点としては、どうしヽうこと

が考えられるのでしょうか。

どのように考えてしヽけばよしヽのでしょ

器 7



○ 児 童の人数が少なしヽため、参考作品や鑑賞資料の不足により、構想や技能が広がらす、なか

なか多様な表現にまでしヽたりません。表現や鑑賞を豊かにするために、どのような支援をすれ

ばよしヽでしょうか。

○ 小 規模 ・複式学級における図画工作科の授業の導入や展開は、どのような点に留意すればよ
しヽでしょうか。

○ 小 規模 ・複式学級における、図画工作科の評価|よ、どのように進めればよしヽでしょうか。

○ 造 形遊びが重視され、高学年でも造形遊びに取り組まなければなりませんが、指導のポイン

トと少人数でもできる造形遊びを教えてくださしヽ。

《体育》
○ こ れからの体育学習を進めるうえで、どのような点に留意して指導したらよしヽでしょうか。

○ 少 人数でゲームやボール運動の学習を進めるためには、どのような工夫があるでしょうか。

○ 全 校体育や合同体育を実施するときは、どのようなことに留意して指導すればよいでしょう

わ`。

○ 保 健学習を進める場合、どのような点に留意して指導したらよいでしょうか。

《特別活動》
○ 学 級活動の年間指導計画は、どのような点に留意して作成すればよしヽでしょうか。

① 話 合い活動を充実させるために、どのような点に留意すればよしヽでしょうか。

○ 児 童会活動 ・クラブ活動を活発に行うに|よ、どのような点に留意すればよしヽでしょうか。

○ 各 学校の倉」意工夫を生かし、充実した学校行事を展開するために、どのような点に留意すれ
ばよいでしょうか。
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《国語》
○ 効 果的に複式の授業を進めるには、間接指導を充実させることが大切だと考えます。間接指

導をどのようにして進めてしヽけばよしヽでしょうか。

○ 学 年の目標が2学年まとめられたことにより、上、下学年同一の教材による指導がよりやりや

すくなったと考えますが、どのように進めたらよしヽのでしょうか。また、その場合、どのよう

な点に留意すればよしヽでしょうか。

① 2つ の学年の児童が、同じ教室で学んでしヽることを考えると、別々の教材を学ぶ場合でも、学

習の成果等を交流し合うことにより、授業を充実させたしヽと考えますが、どのような進め方が

考えられるでしょうか。

《算数》
○ 複 式指導では、直接指導と間接指導のバランスが大切だといわれてしヽますが、それぞれ望ま

ししヽ場面があるのでしょうか。

○ 共 通の導入が大切だといわれますが、どのような点に留意して問題を作成すればよしヽでしょ

うか。

○ 算 数の学習指導で|よ「考える力を育てる」ことが大切だとしヽわれてしヽますが、複式の指導で

は、特に、どんなことに留意して指導することが大切でしょうか。

〇 年 間指導計画や単元の指導計画を作成する場合、どのような点に留意すればよしヽでしょうか。

《生活》
○ 「直接働きかける」としヽうこと、「自分自身への気付きJと しヽうこと、
と」としヽうことにつしヽて、わかりやすく説明してくださしヽ。

「自立への基礎を養うこ

○ 複 式学級での学年の組み合わせは、次年度の入学児童数によって単式になつたり、変員」の複

式になったりすることがあります。第 1・2学年複式の場合と、変則複式の場合の指導の進め方
の留意点を教えてくださしヽ。
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○ 恵 まれた地域環境や小規模 ・複式のよさを生かした生活科の指導を進めるためには、どのよ
うな指導の工夫が必要でしょうか。

○ 他 教科等との関連を図つた指導が大切だと言われてしヽますがどのように進めればよしヽか教え
てください。

○ 小 規模 ・複式における生活科の評価のポイントを教えてくださしヽ。

《音楽》
○ 少 人数のクラスを一緒にして、全校音楽に取り組んでしヽます。児童|よ、生き生き活動してい

ますが、これから、さらにどのように取り組んでしヽけばよしヽでしょうか。

○ 音 楽をつくつて表現する活動では、いろいろな楽器を自由に使いながら、お話に音楽を付け

たり、自分のイメージに合つた者を楽器で表現したりすることを中心に行つています。ほかに

どのようなことが考えられるでしょうか。

○ 表 現と観賞の指導の関連を図るために1時間の中に歌う時間、楽器を演奏する時間、音楽を聴
く時間を必す入れるようにしてしヽます。お互しヽの演奏を聴き合つたりすることも、観賞ととら

えてよしヽでしょうか。

○ 指 導と評価の一体化を図るために、題材の目標|よ「○○する」、評価は 「○○できたか」とい

うことを1時間の中に位置付けて授業の計画を立てています。
1単位時間ことの指導と評1面を関連付けてしヽくには、どのようなことに配慮してしヽけばよしヽで

しょうか。

○ し ろヽしヽろな教材を使つて楽ししヽ音楽の時間をつくりたしヽと思しヽます。
てもよしヽでしょうか。

教科書以外の教材を使つ

《家庭》
○ 新 学習指導要領で|よ、学習内容が2学年まとめて示されてしヽます。同単元同内容の学習で(第

5,6学 年をしヽっしょに指導しようと思いますが、どのようなことに留意して指導すればよしヽで

しょうか。

○ 「ゆでたり、しヽためたりして調理ができること」という項目がありますが、「総合的な学習の
時間」にそばをゆでて食べれば、家庭科の学習をしたことにしてよいでしょうか。
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○ 年 間指導計画を作成する場合、題材を構成したり、配列したりするときに、どのようなこと
に留意したらよいでしょうかる

《道徳》
○ 複 式学級における年間指導計画|よ、どのような点に留意して作成すればよしヽでしょうか。

○ 道 徳の時間の指導の充実のために、校長先生や教頭先生など、学級担任以外の指導者に、ど
のような形で参力日してもらえば効果的でしょうか。

○ 小 規模校では、学級の人数が少ないために、話合いや討論を組織することが困難なことが多
くあります。どのような指導が効果的でしょうか。

《告教科共通》
○ 児 童がいない学年があつたり、学校に複式学級が1学級だけの場合、どのような点に留意して

年間指導計画を作成すればよしヽでしょうか。

○ 目 標が2学年まとめて示されてしヽる教科の取扱しヽや、年間指導計画の作成につしヽて、どのよう
な点に留意すればよいでしょうか。
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○ 教 科等の指導において、子どもたちの多様な考えを引き出しながら授業を活発なものに組織
してしヽくための指導は、どのような点に留意すればよしヽでしょうか。

○ 少 人数での指導のメリットを生かしながら大集団への適応を図つてしヽく指導|よ、どうあれば
よしヽでしょうか。

○ 合 同学習と|よどのような学習方法でしょうか。また実践する上で留意すること|よどんなこと
でしょうか。

○ 集 合学習とはどのような学習方法でしょうか。また、実践する上で留意することはどんなこ
とでしょうか。

○ 交 流学習とはどのような学習方法でしょうか。また実践する上で留意することはどんなこと
でしょうか。

○ 学 校行事において、少人数でも、ゆとりをもって豊かな活動を組織してしヽくための指導はど
うあればよしヽでしょうか。

○ 幼 少時からの少人数の人間関係の中で、よりよしヽ集団を目指す積極的な参加を促すリーダー

の指導で大切なことは、どのような点でしょうか。

○ 特 別活動の児童会活動やクラブ活動などにおしヽて、子どもたちの積極的な参加を促す指導の

在り方|よどうあればよしヽでしょうか。

○ 体 育の指導で、球技など、集団で行う種目における指導をする際、どのような点に留意すれ
ばよいでしょうか。

○ 入 門期における1・2年複式学級の指導の際に、どんなことに配慮したらよしヽでしょうか。

○ 変 則複式学級 (たとえば2・3年、4・ 5年のような場合)の 場合、

策について教えてください。

1 2 静
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○ 学 年により時数や単元数(小単元)等に違いがあることに、
うかも

どのように対応すればよいでしょ

○ 複 式学級での学習指導での間接指導の効果的な方法を教えてくださしヽ。

○ 「同単元指導」とは、どのような指導のことをしヽうのでしょうか。

○ 「同単元同内容指導」とは、どのような指導のことをしヽうのでしょうか。

○ 「同単元異内容指導」とは、どのような指導のことをしヽうのでしょうか。

○ 道 徳の時間の資料選択に当たつて|よ、どのような配慮を必要としますか。
また、指導する際に|よどのようなことに留意する必要がありますか。

○ 小 規模 ・複式学校で道徳の指導計画を作成する場合に留意することは何ですか。

○ 小 規模 ・複式学校での学校行事を計画する場合、特に地域との連携を図るために1よ、どのよ
うな点に留意すればよしヽでしょうか。

○ 小 規模 ・複式学級での弾力的な時間害」の編成につしヽては、どのようにすればよしヽのでしょう
か 。

○  「総合的な学習の時間」につしヽて、小規模 ・複式学校で実施する場合、どのようなことに留
意すればよしヽでしょうか。

○ 小 規模 ・複式学校で行う 「調べ学習」|よ、どのような工夫が必要ですかと

○ 小 規模 ・複式学校では 「総合的な学習の時間」におしヽて、子ども一人一人が課題をもち、意
欲的に活動するには、どのような工夫が必要ですか。
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した活動など、学習督

否す。        日
日

              画 画 四 国 圏 国 画 囲 画 面 田 ロ ロ B 炉白 題 圏 画 田 四 口 函 園 園 画 薗 画 国 日

0 題
画 四 園 囲 圏 園 国 目 圏 画 囲 顧 田 画 理 画 麗 園 目 配 日 国 園 田 国 圏

革

雷緊密契     な P株魯
験したことを濠」化したりするなど合科的な内 昌

軽運g量ら買監繁量丞鴎揖

画

し

縄轡 鱗 轍 潔鰹 鍋 融 鞠
智滉簡晶鵜i提岩品幡古ヽIil■|

■ Point l

目標や指導内容が2学年
まとめて示されているメ
リットを生かしましょう。

■ Point 2

最新情報をもとに、生
活科マップ、生活科暦、
生活科人材パンクを作成
しましょう。

■l Point 3

他教科等との関連を図
つた指導計画を作成する
ようにしましょう。
(国語、音楽、図工など)

14簿



度年A 年B 度

第1学年(102時 間) 第2学 年(105時 間) 第1学年(102時 間) 第2学年(105時 間)

1 み なさんよろしく
。 みんななかよし

がつこうをたん|ナんしよう れ導

4
] み なさんよろしく

。 みんななかよし
。 がっこうをたんけんしよう

21 ぞ
是岳是客喬黎品たほ患雀分暑こi キ`暑景:昌寵

と問
隅犠

て初めての生活科の
:指導になり、第2学
返しの単元になりま
リー ドして学習活動

しゅっばつ

ところ (山 畑  公 園)

効`果的です。
韓 雲笙首

ろう
・ しヽきものをさがそう
。 しヽきものをそだてよう

6

4題
繁壼抑 4 な つだ、たしヽようがしヽつ|ざしヽ

ひなたとひかげはどうちがう
雨の国のな、しぎをさがそう

。 なつをたのしくすこそう

5.衆
選 ぢ諭 需   雑 1貿

畢
あし`を大切 に し

川の近くをさがそう               |
朝 5 水 の中のいきものをさがそう

近くの田んぼにしヽつてみよう
・ 川の近くをさがそう

 は

6 花 であそぼう

1 喜負薇塚承審ぢ彊葛盈2官F尋寿需軍下E嚢需軍尋 せi 繋鉄轡民倉よ客」の学
芥 V

フ 秋 をたのしもう
秋の車花をさがそう
木のみであそぼう

件
紀

ｏ

工

うヽ

画
ど

よ

図
な
し

ヽ
る
ま

り
す
り

た
り
図

し
た
を

現
い
連

表
描
関

で
に
の

:で、
1教科

実
品留愁雪さくだ 警

単元麹ラ」じます。
~~ジ

まつりだ、わつしょしヽ

朗
ジ

8 こ こ|よおもちゃ王国
・ むかしのおもちゃで

おもちゃをつくろう
おもちゃ王国をつくろう

8 の りものにのつてみよう
バス停に行つてみよう
のりものこつこをしよう

`バ スにのつて、見学しよう

9 石 、ゆをたのしく

曇把曾じよ置を密悪承交ァ、淳1望午告簿翁
1 2

9 北 風にまけないで
冬のいまもの本さがマ毎 京卒ルふハ・蕊
正月のあそびをしようl時麹直【モiそこ1壬こあ‖

10 居、ゆをたのしく
8、ゆのくらしをたのしく

,ゆ きあそび
]

1 0

] じ ぶんのカレンダーを
つくろう

大きくなったね
カレンダーをつくろう

] 1 1 大きくなつたね
おもいでの一年間
じ8 んヽのものがたりを

つくろう

2

ヽ ]] じ ぶんのカレンダ=を

つくろう
大きくなつたね
カレンダーをつくろう

大きくなつたね
おもいでの一年間
じぶんのものがたり

をつくろう

12 も うすぐ2年生
,|よ やくこなしヽかな ]

年生

l]も うすぐ3年生
きょうしつさんさよ

うなら
3

12 も うすぐ2年生
はやくこなしヽかな ]

年生

]]も うすぐ3年生
きょうしつさんさよ

うなら

※

同単元指導
同一の教材を用しヽて行う単式学級の指導に近しヽ授業形態です。ただし、児童が

2学年で確実に当該学年の目標に至」達できるように配慮することが必要です。

学年別指導
学年別に指導する形態です。系統性を重視する場合や、学年の組み合わせが変

わることが見込まれる場合などに行しヽます。担任外の協力を得て、単式的な指導
をすることもできます。

器 1 ラ



鶴

霞

目

醸

―複式学級のよさを生かし、基礎 ・基本の確実な定着を
図る学習活動を展開するには、どのような点に留意し、
指導計画を作成するとよいでしょうか。

檀ぱブ饒鐙嬰ポメ諾譲謬
I 小 学校学習指導要領解説 ・内容

(5)身 近な自然を観察したり、季節や地域の行事にかかわる活動を

行つたりして、四季の変化や季節によつて生活の様子が変わる

ことに気付き、自分たちの生活を工夫したり楽しくしたりする

ようにする。

単元目標 第 1・2学年 「秋をたのしもう」A年度
口

‐ 0 口 ~ ‐ ロ ヨ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ー ‐ ロ コ

1関 心 ・意欲 ・態度  ・ 秋の自然や遊びの楽しさに関心をもち、秋探

施 行 ・ 表 現

しや木の実での遊びを楽しむことができる。

落ち葉や木の実などで遊んだり、遊8やものを
つくったりして友達としヽつしょに楽しく遊ぶこ

とができる。

秋の公園などでの遊びや車花、木、虫などの

観察、人とのかかわりを通して、自然や生活に

見られる季節の変化に気付くことができる。

E・ 皿 観 点別評価規準表の作成

付

学習指導要領
で示された内容
が生活科の基礎 ・

基本です。

複式の特質や
地域の特性を考
慮 した単元指導
計画に結び付け
ます。

次 土
寸 目 標

評 価 規 準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・表現 気付き

1 2

3 見付けた草花

を友達 に分か り

やす く発表する

ことができる。

秋の車花を見

付け、春の様子

との違しヽに気付

しヽてしヽる。

友達の発表か

ら、春の草花の

様子との違しヽに

気付しヽてしヽる。

見付けた草花をなら

友だちに紹介すること

きる。

単位時間におけ
る評価規準|よ1～2
項目にし、単元全
体を通して3観点で
評価できるように
します。

1 6 幹



ぬ ]し 播  鰯 麗 Pヤ
鏑需堰遍霊葉晏墓準

Ⅳ 判 断基準の作成

ア
圏

ザ

ぼ

時

　

間
評 価  規  準

判 断 基 準 ( 半」断 の 尺 度)
努力を要する児童
への対応 ・手立て

十分満足できる

(A)

おおむね満足できる

(B)

秋の遊び場で草木や
落ち葉などと8、れあしヽ
そこに来てしヽる人とか
かわりをもちながら遊
ぼうとする。

【関心・恵欲・態度】

木の実や落ち葉
などで夢中にな っ
て遊んだ り、友達
と仲良 く遊んだ り
してしヽる。

木 の実 や落 ち葉
な どで友達 と遊 ん
でしヽる。

木の実や落ち葉で

遊8 こヽとの楽 しさを
感 じさせるように敦
師も示 しながらしヽつ

しょに遊|百ヽ。

]単位時間の評
価項目を絞 り、
評1面方法を工夫
しましょう。

【思考 ・表現】

木の実や落ち葉を
使つて、工夫しなが
ら遊ぶものをつくっ
たり、遊び方を考え
たりしている。

木の実や落ち葉な
どを使つて友達と遊
んだり、遊び方を考
えたりしている。

友達の遊び方を参
考にして、具体的に
しヽ っしょに遊んだ
り、考えたりする。

評価規準をもとに評価する方法を明らかにします。

評価規準 ・判断基準

に基づいて、児童の活

動を確実に見取る。

【基本の目】

長期的な視野に立っ

て、継続的に児童の変

容を見取る。

【遍記しヽ:ヨ】

行動観察、作品や発
言、自己評価や相互評
価、家庭や地域の人々
からの1青報も加味する。

【広い目・多くの目】

基礎 ・基本の確実な定着 指導と評価の一体化
守 1 7



鶴
轟
圏
騨

曜酔璽罐?ア器種ウを握露握館母ジ蕃篭る寵聾桂欝ドのポイント

基礎 ・基本を確実に身に付けさせるための留意点は

何でしょうか。

|                                                         |

学習指導要領・生活科に示された目標及び内容が基礎・基本となります。

自分と人や社会と
のかかわり

自分と自然とのか
かわり

自分自身や自分の
生活につしヽて

生活上必要な習慣や技能の習得
基礎 ・基本の

中核をなすもの
です。具体的な活動や体験を通す

。直接働きかける学習活動     ・ 表現する学習活動

自立の基礎を養ってしヽくために、具体的な活動や体験を通しながら、
対象 (人、社会、自然)と 十分にかかわらせることです。

その中で、
。「生活への関心 ・意欲 ・態度」
。「活動や体験につしヽての思考 ・表現」

「身近な環境や自分につしヽての気付き」
を育ててしヽきます。

容

やヽ
り
活

基ヽ
さ
り

に
具
体
と
動
児
本
せ
ま

具体的な活動
や体験を十分に
行 うことにより
可能となります。

異鶴曲活動や鶴験

これか らの生
活や学習におい
て生きて働 くよ
うになることが
大切です。

1 8 斡



i二

筑 |1争 IF李
との呼々甲

な出会わせ方を工夫し、児童の思いや願し
て 弓=

活動や体験をするのが望まししヽかを児童

―! ! | | ■
■ ■ | ■

もに、児童の気付きを知的なものととら

子々 把揮し、1白コ呼卒=援客心がけまする
えヽる方策を工夫します。   !■ ■|

蜃夢「T すヽう|=可争キ|1予に|‐
児雫?

:るよう、1苛能な浪ら蒔苗を保証しまする

学習指導要領では、第1学年及び第2学 年の生活科の
内容が一括して示されましたが、複式学級ではどのよう
に指導をしたらよいでしょうか。

ゑ
整
椴
ザ
ぼ

■ Point l

入門期やまとめの時期
には、特にそれぞれの学
年に配慮 して指導する必
要があります。

■ Point 2

学
評
が
す
慮

■ Point 3

異学年で学習するよさ
を生かして授業を構成 し
ます。

1!|||‐    i,lill!!|キ

串 1 9



鶴
騒
目
顕

３

　

４

1 単 元名

みなさんよろしく (繰り返し単元)

単元の目標

第]学年 ・学校の様子や先生、友達や上級生とのかか
わりが分かり、決まりを守つて楽しく学校
生活を送ることができる。

第2学年 ・第1学年をリー ドしながら校内や通学路を
案内し、安全のための施設や学校生活を支え
る人々がしヽることに気付き、自信をもって楽
しく学校生活を送ることができる。

単元について (省略)

指導計画

単元の評価規準

4月 は最初の単元です。
1年生にとつて|よ、学校生活
にr慣れることが必要です。そ
のために、入門期は、毎年繰
り返して同じ単元を学習する
ようにします。 複 式の特質
や地域の特性を考慮した単元
指導計画に結び付けます。

各学年の発達段階を配慮し、
単元の目標を設定します。

主な活動 (第1学年) 主な活動 (第2学年)

もうすぐ2年 生

(前年度の単元に

位置付けておく)

○
○
○

歓迎会の計画を立てる
1年生への招待状を作る。

歓迎会の準備をする。

まとめの時期にも、各学年
段階を考慮した内容を設定する。

4月 最初は2年 生のみの学習
とするので、時数が異なります。

みなさんよろしく

○ 名 刺交換をする。
① l年 生歓迎会に参加する。

○
○
○

名刺づくりをする。

名刺交換をする。
1年生歓迎会を開く。

学校探検をしよう ○ 探 検チームを作り、探検の準備
をする

○ 学 校の中や校庭の探検をす
○ 探 検地図にまとめる。

2年 生は昨年の学習を思い
出しながら 1年生をリー ドす
ることができます。また、 1
年生は、2年 生がリー ドして
くれることにより安心して活
動することができます。

生活への関心 ・意欲 ・態度 活動や体験につしヽての思考 ・表現 身近な環境や自分につしヽての気付き

学校の施設や先生、学校生

活を支えている人々や友達と
かかわりながら楽しく学校生

活を送ろうとしてしヽる。

楽 しく安心 して学校生活が

送れるように工夫するととも

に、学校生活の楽 しさを身近

な人々に伝えることができる。

学校の施設、学校生活を支

えている人や友達の様子など

が分かつてしヽる。

6 本 時の学習活動

(1)目標

く第1学年〉

〈第2学年〉

2 0 斡

2年生の挨拶や自己紹介等の仕方を参考にしながら、楽しく名束」交換を
することができる。

1年生の世話をしながら、進んで名刺交換をすることができる。



(2)本 時の評価規準・半」断基準 (半」断の尺度)

生活への関心・意欲・態度
の評価規準

判 断 基 準 ( 半」断 の 尺 度)
努力を要する児童ヘ

の 対 応 ・手 立 て
十分満足できる

(A)

おおむね満足できる

(B)

第
１
学
年

先 生 や上 級 生 (2年
生)、 友達と楽 しく名束」
交換をしようとする。

先生や友達と自己
紹介 し、楽 しく名刺
交換をしてしヽる。

2年生に促されな
がら、先生や友達に
自己紹介し名刺交換
をしている。

教師から声をかけ
て自己紹介や名刺交
換をする。

第
２
学
年

1年生の世話をしたり、
手本としてやつて見せた
りしながら、進んで名束」
交換をしようとする。

1年生に手本を示
しながら進んで世話
をし、名刺交換をし
てしヽる。

恥すかしがりなが
らも手本を示 し、名
刺交換をしてしヽる。

手本を示すよう声
がけしたり、励まし
たりする。

＼亥＼∠ヽアヽグミズミオゝオもたもたも ハゅへもハっハ彰ハ彩ハもハも容も容もハもハ彩ハ彩ハ彩ハウハVハ 彰ハvハ 彰ハ彰ハVハ                ウ ハ彰ハVへ 彰″

(3)展   開

活動の流れと予想される
児童の活動

活動の流れと予想される児童の活動

第 1 学 年 第 2 学 年

導
　
入

1  本 時の活動を確認
する。

名刺交換をしよう。

・ 自分たちが作つた名刺を提示し、紹介することにより、
本時活動への意欲付|ナを図る。

展

開

名刺交換の仕方を確
認する。
・ 2年 生の名刺交換
をモデルとして示す。

名束」交換をする
2年 生と
1年生と

2年 生の挨拶、話 し方、

握手、声の高さに気を付け
て見るように指示する。

モデルとして、挨拶、自
己紹介、握手をきちんと行
うよう確認する。

1年生が戸惑つてしヽる時は、

話し方等を教えるように促す。

1年生を職員室等へ案内
するよう声がけをする。

1年生の様子や リーダー

としての自分の行動につしヽ
て発表させる。

2年生とペアで活動させる。

活動状況を見ながら、個
別に励ましたり、声をかけ
たりする。

楽 しかつたこと、初めて
RElつた先生等の名前を中心
に発表させる。

1 年!
生と名!
し、 )舌1
できる(

:を迎える会等でも上級
1交換ができることを話
]を継続して行うことが
|うにする。

リーダーとしての2年 生
の活動の様子を認め、自信
をもたせる。

ま
と
め

oど
母ラ
あ活動の確認をす・ 名刺

も名刺:軽操挽皆務署話鮮曇迷挫後萩声

安
児
き

め
え

間ヽ

初
抱

へ
時

を
菫
る

こ

卜
Ｖ
つ

ドヽト
■
Ｃ
　
ｏ

れ
な
と
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β 里
圏 圏 圏

甲 軍
圏 閣 函 闘 圏 目

軍 腎
園 園 圏 薗 目 薗 団 閣 圏 園 圏 目 園 圏

騒霞① 題材そのものの学蔓ん蟹豪貿後ろ象盈健P魯冒 時 に、題材相互の関連
昏襲農准雇蟹隧写留甲連を重視

し、その細虫骨
目呂_発展1空に留意する。

言② 学 校行事や季節感を表すもの、生活経
昌 な ものなど、地域の実態を十分踏まえた署暦額言F琵朝房築嚢雇平然送筆妄獲爵朝魯
昌_を工夫する。
③

:③欝編誓デ冒算
唇?只寧り長まk嘉箱雰豪璃楚暑

圏

日④ 合 同合宿、集合学習、交流学習等の学習形 目

目
里 態 を工夫する。

r 堪 ぎ

圏

重 ェ督 買 F 呈 軍 景 督 貿 霊 E 民

田 日 国 理 田 麗 圏 圏 口 題 圏 目 園 尊
' 一  [  フ ヽ コー ′t  , 、 _ L       l

覇① 学 習指導要領の趣旨を十分に生かす。
日

目 に 生
目

目目 を 図る。
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呂② 編 曲や様々な表現活動を組み合合わせること 目

複式学級の年間指導計画を作成するときに、どのよう
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冒

なことに留意した5よ いでしょうか。
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期 月
題  材

題材のねらしヽ

○ 教 材

(●は重点教材)

時

数

内 容 評 価 規 準

Ａ
表

現

Ｂ
鑑
賞

音楽への関
心 ・意欲 ・

態度

音楽的な感

受や表現の
工夫

表現の
技 能

の
力

由貝鑑

能

４

５

月

みんななかよし

音楽活動の楽
しさを味わしヽ、進
んで表現しよう
とする態度を育
てる。

友だちと一緒
に歌ったり、身体
表現をしたりす
る楽しさを味わ
うようにする。

● ち ゅうりっぷ
ほか

○ ぞ うさんのさ
んぽ

○ て とてであ

しヽさつ

● ひ らしヽたひら
しヽた

○ か くれんぼ

12 ア
イ
ウ
等

ア
イ
ウ
等

歌唱表
現 を聴 しヽ
て同じよう
に歌 しヽ た
しヽ と しヽ う
思 い や願
いをもち、
楽 しく歌
唱 表 現 を
しようとし
ている。

時的仰しヽ楽し昨布

わ

ら

か
く

現

歌詞の
表 す1青景
や気持 ち
を 想 像 し
たり、登場
す る人 物
や動 物 の

気 持 ち に
なつたりし
て、身体表
現をしたり

歌 しヽ方 を
工夫したり
してしヽる。

必要以
上 に大 き
な 声 で ど
な る こと
なく、自分
の 歌 声 に
気 を つ け
ながら、て
しヽ ね しヽ に
歌つたり、
き れ い な
歌 声 で歌
つたりして
しヽる。

色々な
楽器 そ の
もの に興
味 を も つ

たり、音楽
を 聴 く中
で、自然に
聴こえてく
る楽 器 の

首色 に気
付しヽたりし
て聴く。

６

７

月

おんがくにあ
わせて

拍の流れ に
乗 つて 、簡単
な リズ ムが表
現 で き るよ う
にする。

身
た
の
取
き

ｏ

印
お
して

ヽ
す白

ｍ
却
申

体
り
流
る
る

● じゃん|ナんぼん
○ か たつむり
○ うみ
● か えるのがっ

しょう
○ ラ デッキーこ

うしんきょく

1 3 合
自
動
唱
し
て

離旺能しヽ歌貶地私

わ
ら
か
表
よ
い

醐”一ズ、強才白”収”咋中してしヽる。伸的車帥如の中布

な
譜
り
や
打
た
た
い

騨払見て、縦払札冊匠
。

り
を

ズ

リ

ち

り

り

る

ヽ 楽曲を
特徴 付 け
て い る リ
ズム、旋律
及 び速 さ
の特徴 に
気付 しヽて
聴く。

フレー

ズの まと
ま りを 意
識 して リ
ズムを感
じ取 つて

聴く。

８

９

‐０

月

● き らきらぼし
○ お もちゃの
ちゃちゃちゃ

○ か じやのポルカ
● う み

15 ・ 楽器を演
奏したり、身
体表現をし
たりして、楽
しく器楽活
動に取り組
んでしヽる。
・ 様々な打
楽器、オル
ガン、八一

モニカなど
身近な楽器
に興味・関
心を持ち、
簡単なリズ
ムや旋律を
演奏しよう
としてしる。

繭楽器、ォ加〕蜘軸黎嚇雌車臨

打
ル

一
な
な
よ
表
さ
を

て

体全体

で 音 楽 を
感じ取つて、
リズムの演
奏 を 工 夫
してしヽる。

簡 単な
リズム打ち
や 階 名 に
より模奏を
してしヽる。

楽
奏
せ
打
ズ

っ
器
せ
演
し

帥嚇範勲靱郷螺釣距的しヽる。

器
に
て
楽
ム
た
に
な
奏

て

主な旋
律 を 回 す
さんだり、

体を動かし
たり、身近
な 楽 器 で
演奏したり
しながら、
楽 曲 全 体
の 気 分 や
音 楽 の 流
れを感じ取
つて聴く。

目
麗

圏

目

目

圏

鼈

岱 2チ



複式学級において題材の指導計画を作成する場合、どの

ようなことに留意した5よ いでしょうか。

教材等を十分吟昧して指導計画を作成しま

萌身か1としt―計画を作成しますと教材を教
のかを明らかにしましよう。

偶 蔦 下 蓄 稀

ロ

ピ 覇 撃 鎖 翻 謁 罷 軽 桑 怪 悪 F由

口臣口

F‐

―中 中 中 キ

丹
!Point2 題 材の目標 学 習指導要領の目標 ・内容との関連を考え設定します。   l
:Point3 評 価 規 準 4つ の観点につしヽ

事Pの
実態や学年毎の発達段階を考

ュ
て評

i:           価 規準を設定しま「

告
Point4 教    材  2学 年の教材からねらいに沿つて同一教材を選択します。  l

を::[量画屁開 冒躍繋モウ言鋸難轟を登ゴ
【題材の指導計画の具体伊」】 (第5・6学年)

題材名 き れしヽなひびきで

題材の目標
(1) 歌 詞の表す1青景を想像し、曲想を感じ取つて表情

豊かに歌うようにする。

(2) 各 パー トの旋律の流れや響きを聴き合しヽ、音楽の

美しさや楽しさを楽しむ。

評価規準

(1) 声 の美しさに関心を持ち、進んで聴いたり表現し
ようとしてしヽる。 (関心 ・意欲 ・態度)

(2) 音 楽的な響きや音量のパランスを聴き、歌詞やフ
レーズを生かした曲想の表現をしようとしてしヽる。

(音楽的な感受 ・工夫)
(3) 2つ のほ、し (3つのな、し)が重なる美しさを感じ取

りながら歌つたり、演奏をしてしヽる。

(表現の技能)

(4) 曲 想の変化や音楽全体の流れのよさや美しさを感
じ取つて聴くことができる。 (鑑賞の能力)

題材名が、学習内

容を明確に決定付け

ます。どんな力を付
|ナるか題材名に表れ

ます。どんな内容か

が分かる題材名を設

定しましょう。

選択 した教材につしヽ

て、主教材 (◎)を 決

め、指導の重点化を図

ります。全ての教材を

同 じように扱うのに|よ

無理があります。

次年度との関わりを

意識 して教材の組み合

わせを考えます。今回

は、6年 生の教材を中

心に設定 した例です。

教科書教材を参考に

しながら、児童の実態

を考え、教材開発を積

極的に行しヽましょう。



次 ね ら  しヽ 主
寸 学習時間

評 価  規  準 教 材

音楽的な感

受や表現の

工夫

表現の

技 能

鑑賞の

能 力

星
の
世
界

ふ
る
さ
と

ロ

ヨ

井

第

一
次

歌詞の表す情 1 1 皇碗 雨 爾 アブ
明確に
な姿を
とのね Iじ
価の重

星の世
界の曲想
を感じ取
つてしヽる。

歌詞の
内容を理
解 し、音
程を正し
く歌つて
しヽる。

″
啓
″

γ

′ r

1価規準|よ、できるだに
!します。児童の具体『
―ジしましょう。次[
1にかかわる観点が、評
なります。

瑠
劃
到
引 ヽ

山田耕作の歌
曲の歌詞や歌
声に気をつけて
聴くことができ
る。

第

一
一
次

響きを味わしヽ
なが ら2部 (3
部)合 唱ができ
るようにする。

３

　

・

　

４

　

・

　

５

なヽるさとの
歌詞を朗読し、
イメージを深
める。

旋律、副次
的旋律を覚え、

摺詠も齊留。
合

型
中
心ヽ
　
ヽ
に
　
ヽ
と
　
。

詢
酬
彬
鯛
胸
施
範

き
を
意
聴
歌
し

瑠 く酒 期 を こ こ に位 直

くかがポイントです。 里1豊
を 生 か し
た 歌 しヽ 方
を 工 夫 し
ている。

ブ
す
が抑範黎できる。

抽
口昌・3部合
唱を聴き、
合唱のよ
さを味わ
うことが
できる。

主教材 「ほ、るさと
心に学習を進めます
身に付|ナさせるかを
習内容を精選します。

第

三
次

山田耕作
の歌曲のよ
さ を 感 受
し、自分の
演奏に生か
してしヽる。

音の重な
りや響きを
感じて、表
情豊かに合
唱すること
ができる。

歌声によ
る演奏の違
しヽを聴き分
け、よさを
あじわうこ
とができる。

響きを感 じて、
曲想を生か して
表現を工夫 し合
唱をすることが
できる。

・　

７

・歌曲の色々な
演奏形態を聴
き分ける こと
が出来る。

か

な
表

た

。

的ヽ音の重妊れ』

し
り
現
合

国
躍
轟
顕
圏

子

２

３

4

できるだけ似ている題材で計画を立てましょう。         |‐
複式の上学年の昨年度の教材と学習内容を確かめましょぅ。 111■ ||!■■
上学年が1度学習した教材であつても、学習の内容、ねらいを高めれば2回扱

うことはかまいませんとただし、!提示には新鮮さが必要です。下学年に教える
活動を取り入れることも可能です9   1            1
年間のチ旨導時数が異なります。2・3学年の学級で|よ、2年生の10時間を |

1年生と合同で、行うことも可能です。        | !   ■ |  |

瑠シ2,



騒
調
圏
タ

複式指導における評価はヽどのような点に留意して進

めていけばよいのでしょうか。

評価はt単式の学級の場合と同様に児童の栞華を十分に把握することが基本です。特
tPつの学年が同時に学習を進める場合が多いことから、上学年、下学年における児童

の差や少人数の利点を生かしt児童の実態に応じた適切な指導と評価を工夫
くヽことが大切です。

|

個の実態を把握して目標を設定します。

音楽科の4観点から評価規準を明確に設定します。

① 関 心 。意欲 。態度
音楽に親しみ、音楽を進んで表現し、鑑賞しようとし

てしヽる。

② 音 楽的な感受 。工夫
音楽のよさや美しさを感じ取り、それらを音楽活動の中

で倉」意工夫し、生かしてしヽる。

③ 表 現の技能
音楽を表現するための基礎的な技能を身に付けてしヽる。

④ 鑑 賞の能力
音楽を楽しく聴取、鑑賞し、そのよさや美しさを味わう。

2学年同じ目標を設定します。ただし、技能画の目標の場合、
学年差を考慮し、学年毎に設定することが望ましいです。

1時間の授業の中で、ねらいにかかわる評価は1～2項 目
が限度です。これだけ|よという重点を設定し、その判断基準
と方法を具体的にします。評価のためだけの授業にならなしヽ
ように気を付けます。

設定した評価規準につしヽて半」断する基準 (半」断の尺度)を
設定します。技能画の評価では、技能画の差が大きしヽことか
ら、学年毎に設定することが望ましいです。
努力を要する児童へ|よ、具体的な教師の支援のあり方を明

記します。

評価方法…観察、演奏、作品
学習カー ド、発言挙手等
※ 顕 著なA、支援の必要なCにつしヽて評価します。
評価後の適切な支援が大切です。

1つの題材が終わることに、4観点全ての評価を適切に記録します。

261酵



本時の目標  考  性 1示″Q口X紅ツに

1年 音 楽にあわせて表現し、リズム遊び

(2)
2年 拍 の流れやフレーズを感じ取つて、リ
本時の評価規準

奏を楽 しむことができる。
ム遊びや演奏が楽しくできる。

轟
轡

畿

醒

寵

圏

教師の具体的な支援
を明らかにします。

判 断 規 準 ( 半」断 の 尺 度) 努力を要する児童

応 ・手立て十分満足できる (A) おおむね滴足できる (B)

音楽にあわせて楽しく
歌や演奏をしようとする。

(音楽への関心
・意欲 ・態度)

を

つ
ん

ズ
い
し

一
と
楽

レ
達
を

フ
友
奏

ゃ

演ヽ

れ
て
や

法洲
つ
動
い　
。

の
取
に
る

拍
じ

よ
い

感
し
で

聴
奏

を
演

奏
に

演
緒

や

一

声
が

歌
師

の
教

達

ヽ
。

友
せ
る

か
す

友達の歌声や演奏を聴
き、友達と一緒に楽しく
演奏してしヽる。

歌当だ台|こ9ラ 三委あ姿
とまりを感 じて鍵盤八一

モニカで演奏ができる。

(表現の技能)

・ 伴奏に合わせて、楽
しくじゃんけんしなが
ら歌うことができる。

・部分的に旋律奏がで
きる。

なヽ

ｏび

楽
が
　
が

・ 友達の表現をまねし
ながら、教師も一緒に
なつて表現する。

・ 教師や友達の模奏を
させる。

・ 身体全体でリズムを
感じながら、楽しくじ
ゃんけんをしながら歌
うことができる。

・ フ レーズのまとまり
を感じて 「かえるのう
た」の旋律奏ができる。

・ 伴奏に合わせて、楽
し くじゃんけんをしな
がら歌うことができる。

・「かえるのうた」の旋
律奏ができる。

・ 教師と一緒になって
身外でリズムを感 じて
歌うようにさせる。

・ フレーズ毎に教師の
模奏をさせる。

本時|よ、4つの観点のうち 「音楽ヘ
の興味・関心 ・態度」と 「表現の技能」
の2観点を評価します。1時間に1～2
項目が目費です。

「音楽への関心 ・意欲 ・態度」につ
いては、共通に設定し、 「表現の技能」
につしヽては、学年の技能面の差を考え、
2つの学年それぞれに判断基準鮮」断の
尺度)を具体的に設定します。

(3)本 時の展開

学習内容 ・学習活動 指導上の配慮事項 ☆ 評価

1 既 習曲の歌唱とリズム遊び
・ 「リボンのかけ橋」を歌う。

i 汽影長雀称ダ隼男対把哲静ぎ軽畢発ぞ。

ぞく 欅美 覚える。
・ じゃんけんをしながら音楽を楽しむ。

8拍のリズム遊びにも挑戦し、意欲を高め、ジェ
ンカのリズムを楽しむようにする。

2年 生の既習教材なので、絵を見ながら2年 生|よ
思しヽ出し、1年生に教えるようにする。
じゃんけんを取り入れて楽しく表現ができるように
する。

リズムにのつて歌つたり、じゃんけんをしながら
楽しんで歌うことができる。

(表現の技能…歌声 ・表現による)

やまびこのまねつこをしながら歌を覚える。
教師が先に歌しヽ児童が模唱するようにする。

喜案に蕃煽を馨集百雷霊さ畠装喜8ょぅとする。
(音楽への関心 ・意欲 ・態度…表情 ・歌声による)

聯 離 ‖ゐ嬰 饉 ほ 勢 跳 需桑ぎを軽畢案し
あわせて演奏する。

フレーズのまとまりを感じて鍵墜A― モニカで演
奏ができる。   (表 現の技能演奏による)

1児童の感想・自己評価からさらに内面を理解し、
評価に生かします。  !! |■ | ―!  |

★

i鵡 開 軽

晏馳力詔翻粋 |
■靖

‐
豊あ貰裸お

な姿を思しヽ浮か
へ、評価と1指導
!=牛叫ヒ芋み |

し

ぃを覚ぇる。
節
畑

３

．

4 楽 器演奏 (2年生教材)
・ 鍵盤八―モニカでリズム遊び
する。

・ 「かえるのうた」を演奏する

絹多27



複式学級のよさを生かした学習活動を展開するには、

どのような点に酉己慮したらよいでしょうか。

翌
日 臣 臼 □ 題 園 回 函 圏 国 圏 画 園 回 田 園 園 題 日 田 囲 画 国 四 圏 臼 国 回

尊

里■ POint l

呂5~虎 菫二
人

一人の思しヽやイメージを大切に生かし、 畳日

目

百 そ れらを発展させてしヽくような工夫を図る。

主
②
児虔富雪幕罰暮奎尖3雰

受したことをもとにして、 骨
がら表現 し、それを分かち 日

罰⌒合こそ卓P牢学平?展呼|三誓宅つ。
目

目

雷③ 児 童が進んで参加できるような魅力ある教材、創 日③

里 造 的な活動が可能な幅のある題材を用意する。
目

菌④ 児童が楽しみながら、主体的に課題に取り組める 日
里 よ うに配慮しつつ、同時に、課題意識や活動のねら目

④
うに配慮しつつ、同時に、課題意識や活動のねら畳

昌 5 をヽ学繋 か義逸|とぢづだああ支嘉を有坑
目

目

ク留る認顔醒菫菫罷び雪を揖
β

園 圏 圏 園 圏 園 国 圏 目 目 閣 園 題 圏 題 園 目 題 題 園 圏 題 目 目 圏 騒 園 日
尊

目                                                           日

魯T PPint 2
麗① 児 童が様々なき楽に進んで関わり、豊かな音楽体 目

雷⌒
験
牢得っ

こと
ず
できるような活動や場を設定する。 昌

目② 児 童自身が学習活動の目標を理解したり自分

畳 霊侯春暑寧塁偽基宅桂異晃張舛
で活動ができるよう、

種
骨
③て異轟暮全石会雪黒層罫を 走字ユ申信を持つ岳
:8製しラ を評つ ぺ 居挙骨
置 習

を積み重ねてしヽくような学習活動の展開を構想する。 督

堪 顧 目 圏 函 園 圏 園 顔 圏 函 題 口 題 国 園 日 圏 臼 目 目 臼 園 目 田 園 画 目 鴎
緑

淳
園 園 臼 圏 画 国 □ 函 画 函 画 臼 □ □ □ 画 回 園 函 田 真 画 口 回 圏 園 田 題

革

日                                                        目

口 Point 3

① 児 童一人一人の音楽に対する経験や好みなどを把
握するとともに、個々の学習ペースを大事にした弾
力的な指導を展開する。

児童一人一人の思しヽや能力を生かすことのできる
ような教材を選択 ・開発 し、多様な学習内容や活動
の進め方を用意する。

③ 活 動のめあてや課題などを、教師と児童のコミュ
ニケーションの過程の中で、一人一人の現状や願い
に合わせて見付け、工夫して設定する。

告
④
ェ癸響留弄

情ある関わり方、共感的な支援の仕方を
岳

亀 園 臼 画 臼 題 閣 醸 囲 画 園 圏 閣 圏 囲 国 園 圏 騒 閣 国 題 園 題 国 題 画 顕 墓
げ

学習活動を充

童が一緒に

動の取組
備えてい

'
帰邑」

日

日

トラ
目

目

目

目

目

日

日

目

目

目

日

目

目

目

日

目

日

l i  l―' | '■     !  :

S i 意欲を育で

!!   11

人のよきや

うた学習指

28‐紗

迅ム



次 時 学 習 内 容 主 な 学 習 内 容

] おまつりへの関心を高めな
がら、楽しく歌う。

○ 「おまつり」の歌に親しむ。
・ 聴唱を通して旋律を覚えて歌う。
・ 歌詞の意味を理解し、様子を想像しながら歌う。

歌う姿勢や発声・発音に気を付けて歌う。,

① リ ズム伴奏をしながら歌う。
・ リズム打ちを手拍子で練習する。
' 拍 の流れを感じ取りながら、リズム伴奏に合わせて歌う。
・ 題材全体の学習計画を立てる。

oⅢ ,wP,2,っ  ||

喜リニ聯‐
2 おはやしの練習をする。 ○ お はやしを付ける。

・ 3年生はリコーダーで(音色や運指、リズムに気を付ける。)
2年生|よ手拍子、打楽器で
1年生|よ掛|ナ声、打楽器で

各学年の児童が、どのようなリズムや旋律のパター

ンを演奏するのかを音符などで例示する。

3 おはやしを工夫してつくる。 ○ お はやしをつくる。

(縦書」リグループ毎に)
3年生はリコーダーで

・ 2年生|よ鍵盤八十モニカ、手拍子。打楽器で
・ 1年生|よ鍵盤八一モニカ、掛け声、打楽器で

4 つくつたおやはしを入れな
がら楽しく演奏する。

○ お はやし、リズム伴奏を入れて楽しく演奏する。
,(1・ 2・3年各一人のグループで協力し合つて演奏する。)

ゃ 29



づ
橡
蜃
ド

複式学級において年間指導計画を作成する場合、
題材を配列する、ときに、どのようなことに留意した
5よ いでしょうか。

の伸ばしたい資買 ・能力がパランスよ

ょう。またt資 質 と能力が次の学習に

ようにt題 材間の関連を図ります。

目標や指導内容が2学年まとめて示されてしヽるメリットを生かし、

教科書の上下で24ヶ月のカリキュラムを作成しましょう。

題材の評価規準をもとに、伸ばしたしヽ資質・能力が共通するよう

な異題材・同領域などで配列しましょう。

匝□2年 生と3年生の複式の「異題材・同領域」の場合

作品を見せ合い、
お互 しヽのよさを
見つけ発表する。

作品を見せ合い、

資質 ・能力が
発展 して伸びる
ように設定する。題 材 の 評 価 規 準

錨 賞 の 能 力発 想  構 想 1 倉」造 的 技 能

〈2年 生 〉1抜ケ ぞ
おしたりぬしヽたり |しもうとする。Ａ

表
現
（２
）
立
体

く 3 年 生 〉| た粘土を形を変えて、

つけたしつ|ナたし1控そ贅贅掲ご寧暑r

６
　
Ａ
表
現
（２
）
絵

く2 年 生 〉

お|まな し大すき

〈3 年 生 〉

主人公になつて

物語やお話を
絵 に表す面 白さ
に気づしヽてしヽる。

物語やお話の楽し
かつたことや驚しヽた
ことを絵に表す面白
さを感じ取ろうとする。

物語やお話を
聞しヽて場面を空
想 し、表 したい|
場画を考える。 |

舎繰甑霊樹固類唇塁穏|
して絵に表そうとする。|

物語やお話の主人|

物語やお話か
ら空想 した こと

発想や構想に基
づいて、形を変えた
り、付け加えたりし
て表し方を工夫する。

かしヽた絵の画
白さに気づいた
りして楽 しく見
る。

かしヽた絵の画

な

つて見る。

型抜きや型押しi
をした粘上の板から
発想をして、表した
いものを思い付く。

つけたしの操
作の繰り返しから
発想を広げイメー

ジをな、くらませる。

つくりながら作
品を見直して新た
な試みや工夫をし
て表そうとする。

できた模様や形
み合わせをしヽ

チ01葉茅

お互 しヽの感 じの
違しヽなどについ



指導と評価の一体化を図るための指導計画はど

のような点に留意して作成すればよいでしょうか。

的な評価規準を位置付けるとともに、作品

:の活動を多様な方法で時間をかけて読み

寝が行われるようにします。 |11-!

p っくり、っくりかえるなかでもてる 告
力を働かせてしヽる学びの質的な評価 8

骨○ 表 現領域相互の関連と鑑賞の重視 告

ま
う
は
ポ
鬱

任拠を選母を強曾堅導

教師による評価情報の収集

児童のつぶやき等、発話記録

表情、動作等の行動観察

写真やビデオ等活動過程の映像記録

児童の作品

材料箱の収集内容

図工以外でのエピソード記録

器 万1

生きる力を育むための指導と評価の工夫改善を進めるためには、

常に児童の造形表現活動に関心をもち、共感的に受け止め、児童

の活動に寄り添つた支援を進めることが大切です。

Point l

<評 価場面・評価方法の検討>

評価規準をもとに、学習過程を大切にした多様な評価を行い、一

人一人のよさや可能性、進歩の状況を時間をかけてとらえます。

Point 2



題材名 「ふしぎな森の世界をのぞいたら」 2・3年 生 A表 現 (2)

学習の主題:厚紙、紙粘土、板切れ、布など身近なしヽろしヽろな材料をつな|ず

たり(2年:②)、組み合わせたりして(3年:③)使しヽ、自分の想

像の世界をもてる力を総合的に働かせて絵や立体に表す。 1

3日 指導計画と具体的な評価規準 (7時間)

わ
襲
軽
く

時

間

題材名と学

習 の 主 題

評 価 規 準 ・評価 方 法

関 心 ・意 欲 発 想 ・構 想 創造的技能 鑑 賞 の能力 |

事

一剛

教師の予
告 により身
の回りの材
料の形や色
に関心を持
ち集める。

身の回りか
ら材料となり
そうな物を進
んで見つけよ
うとする。

(材料箱)

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

口

８

８

８

８

１

!:学
年生

規準を設
Fに評価
置する。

杉体験学習過程での道〕

切にし、多様な|
する。 「

を 天

工夫

ヨ寸1回を

お
も
う
（―
時
間
）

材料を触
つたり並べて
みたりしなが
ら、どのよう
な思しヽを絵
や立体にす
スネ、老うス

垣畢脇 i
組み合わせた |

2 1

1 材 料を様々

芋につなげたり
|〇、組み本合わ
iヒたりして③
l思いを8、くら

1ませ、表した
:しヽことを思しヽ

デ

く°

1 材料や用具

|を遣って、しヽ
|ろしヽろな表し

1方を試し材料
|の感じやよさ

|を体験する。

1()舌動)

1 教 師の例示

|や友達の活動
|の様子から、

1材料のよさや
1特徴に気付く。

1(表1青。つぶや

|き)

|
|
|

“下
'■生フ/Lそ ジ。

３
８
８
Ｂ
Ｌ 絵や立

表現領域
体を選べるなど
の関連を図る。

あ
ら
わ
す

材料を並
べ たり組み

合わせたりし
ながら、思しヽ
つ しヽたこと
を絵や立体
にしていく。

材料をつな
|ザたり②組み合
わせたりして、
③おもしろしヽ感
じになることに
気付き、楽しみ
ながら表そうと
する。
(活動・つ81やき)

絵に表すも
のの形や色、

材料の組み合
わせの美しさ
や用途などを

考える。(〉き。

動、聞き取り)

1 表 し方や材
1料、用具など

1を自分で選ん
|だり、つな|ザ

1方②組み合わ
!せ方④を正夫
したりしなが
ら表現する。
(活動、作品)(

i 友達の活動
|の様子からそ

1の表現のよさ
|や材料の使しヽ

1方の工夫など
1に気付く。(観

1案、つぶやき)
|

評価規準は判断塁
準の(半」断の尺度)
「B」を想定する。

万2 器



造形遊びにおける手旨導と評価をどう進めればよい

でしょうか。

まで身に付けた力をJIlまえ、その題材
]童の具体的な活動にどのように表れⅢ
「価規準や支援方法を構想しましようる

数地魁灘目児童の生活を見つめることから始めましょう

休み時間など日々の活動の様子から、子どもたちの関心や意欲、造形活動への期待な

どを読み取り計画を立てていきましょう。

釘稲蘭翔圏過程を大切にした造形遊びを考えましょう

例えば影による造形など必すしも造形遊ぴは作品に残る活動ではありません。自ら発

見したり気付いたりしていく力を表現活動の中で獲得していく過程が大切です。

年間を通じて書Jり当てるだけでなく、暑さ寒さ、風の強い時期、本の茂り方や紅葉の時

期などの自然状況と題材のね5い を関連付けて計画を立てましょう。

覇弼議郵圏告学年で育てたい力と題材構成の要点をとらえましょう

・多様な材料や新しい環境に触れ、身体全体の感覚を

十分に働かせて浸る活動を重視する。
。 いろいろな材料の形、色、大きさ、質感などから選ベ

るようにするとともに、自分なりの方法を使つて活動の

できる、選択の幅のある題材を選定する。

・ 身近にない材料や経験したことのない環境から、好

奇心や活動意欲、想像力から広げていく活動を重視する。
・ 友達と関わりながら材料に働きかけ試行錯誤したり、

身体全体の感覚を働かせたりする題材を選定する。

・ 自分なりのこだわりをもつて、活動方法を決定したり、

遊んだりする活動を重視するとともに、よりよい活動を

求めて新しいものを生み出す活動を重視する。
・ 身体全体を働かせ、行為そのものにひたる活動の中

から、徐々に集団とのかかわりや活動のテーマを生み

出すことを目指す。
i韓"

低学年:身近な自然や

人工の材料の形や色

に関心をもち、身体全

体の感覚を働わ`せて

中学年:材料や場所の

特徴や物をつくつた経

験から発想したり、みん

なで話し合つたりして

高学年:材料や場所、環

境の様子から発想しt

よさや美しさを考えて

自分のもつ造形的な力

を総合的に働かせて

の中に造形遊びを位置付けましょう



lB題 材名 「夢のマイ回―ド ～ 魔法大作戦～」1～6年生 A表 現(2)

2,学 習の主題:体育鋼の前に広がる一本の自しヽ道を全校児童18人で、一人一人の

4.展開の評価の具体例 ギ支援 ☆ 評価

1.提 案を聞き、学習の見通しをもつ。

2.め あてをつかむ。

早くつくつてみたしヽとしヽう気持と豊

かな発想が引き出されるように提示する。

フリーマーケットの紹介 ・道具等

の安全確認。

スペースの環境を様々な材料を使つて思しヽのままに変容させる。

3.指 導計画と具体的な評価規準(7時間)
親

学年ことに評価

学

年

評 価 規 準

関 ′い 。意 欲 1 発 想 ・構 想

評 柄 方 洋
竿電護足9つoメ

1  倉」造 的技 能

低

学

年

材料をもとに

身体全体を働か

せ、造形活動を

楽しもうとする。

<観 察>

材料の形や色

をもとに、表し方

を考える。
<観 察>

材料を並べる・

つなぐ・積むなど

身体全体を働か

せる。
<作 品>

友達の作品を

見合しヽお互しヽの

発想のよさに気

付く。

<学 習感想>

中

学

年

材料や場所を

もとに、みんなと

楽ししヽ造形活動

をしようとする。

<観 察>

材料の場所や

特徴を見つけ、

自分なりの発想

をする。

<観 察>

材料を組み合

わ せる、切つて

つなぐなど表し

方を工夫する。

<作 品>

友達の表現か

ら、よさや工夫、

自分との共通点
や違いに気付く。
<学 習感想>

古同

学

年

自分なりの新

発想を目指し、

楽ししヽ造形活動

をしようとする。

<観 察>

材料の場所の

特徴をもとに、材

料を選択して自分

らししヽ表現をする。
<観 察>

材料の特徴や

美しさ、楽しさな

どの調IElを考えて

造形的に構成する。

<作 品>

友達の表現に

共感し、自分なり

の考えをもつ。

<学 習感想>

学 習 活 動 児童のよさを生かす支援 ・言平1面

ラ4お穀



展

開

3,材 料を見たりさわったりして、発想し、

使いたしヽものを選び自分のスペース

ヘ運ぶ。

この木とこの石をきれじヽに並べ i

てみよう。           i
。 葉つばを色別に組み合わせて敷 i

き話めよう。          |
・ 他に使えそうな材料がもっとあ i

材料の形や色をもとに、表し方を

考える。

<発 ・観察>

材料や場所をもとに、みんなと楽

ししヽ造形活動をしようとする。

<関 ・観察>

低学年から巡視を行しヽ、しヽつしょに

考えたりつくつたりする。
・ 中学年以上には、共同活動もある

ことを提案する。

材料を並べる・つなぐ・積むなど身

体全体を働かせる。

<倉」・観察>

☆

圏

☆
評価Bの児童の具体的な

姿を想定すると見とる時の
よりどころになる。

学年スペース  中 学年スペース

定コ摂境環

一
駅
一

■|ヤ単斡占イヤi
夢の道をイメージしながら、並べた

りつなしヽだり、新たなことを試みたり

して、思しヽのままに表現を楽しむ。

環境の設定を図示するな
ど具体的にイメージすると他
の指導者にもわかりやすい。

終

末

5.夢 のマイロード ～ 魔法大作戦～

をみんなで歩しヽて体験する。

6.本 時の学習のまとめをする。

低学年のスペースから出発し、みん

なの表現のよしヽところを心に書き留

めるように指示する。

本時の感想を記入させる。

本時の教師評価を行しヽ、次時への意

欲をもたせる。

穀 多ラ



軽葬基礎。墨窓を躍襲iこ身に簡fサさせる簿導と評鶴のポイント

児童のよさを引き出しながら、基礎 ・基本を確実

に身につけさせるための留意点は何でしょうか。

鮭署著薯事P言
識が大切です。授業の見直しの主なポイントは1～3の

証田圏醸 評価規準・判断基準 (判断尺度)の見直し

評価規準・半」断基準(半」断の尺度)の文言が、児童の具体的な姿を思しヽ浮かべられるよ

うになつてしヽることが大切です。その姿が「目指す児童像」ですので、そうなるよう指導の工

夫をします。

図画工作科は、2学年のまとまりで目標が設定されてしヽますが、評価規準や半」断基準|よ、

上学年と下学年に分けて設定しなければならない場合がでてきます。

また、努力を要する児童を支援する手立ても考えておく必要があります。

Q8及 び次頂ポイント3参照

訴 評価方法の見直し

結果でのみの評価から学習過程の評価への意識転換が大切です。そのために、過程を

見取ることのできる学習カードを工夫したり、座席表に観察したことを記録したり、デジカ

メやVTR等 で映像として記録

したりすることも必要になつて

くるでしょう。

また、「生きる力」を育成し

てしヽくうえで自己評価能力を

育てて行くことも大切です。

自己評価や相互評価に継続的

に取り組ませてしヽくとともに、

評価記録の蓄積が大切になっ

てきます。(ポートフォリオ評

価の活用 な ど)

関心・意欲・態度

鑑賞の能力

☆うまくできたこと、次にしたしヽこと

き

ば

鰹

う

も

こ

む

発
想
・構
想
の
能
力

か
け
鵠
ゑ
種
素
ず
設

創
造
的
な
技
能

該
当
す
る
所
に

○
印
を
つ
け
る
。

劉対営挫鑑労器器器llヤ
1抑京1批酬襲
堀重総話路孟盈i芦

チ61畿



耳 学習過程の見直し

学習過程が、個に応じたものになつてしヽることが大切です。個に応する場画|またくさん

ありますが、ここで|よ同一題材の彩色場面を例にとつてみます。(高学年)

●思いに応じた彩色ができるように試行錯誤の活動を取り入れた学習過程の例●

翻

腿

駆

圏

断

留

1日本時の学習内容を確認する
' 本

て彩
・ 自

しの十

動が
2.彩 色する

児
童
が
自
分
な
り
の
表
現
を
採
る
こ
と
の
で
き
る
柔

軟
な
学
習
過
程
を
組
む
。

教
師
は
、描

回
材
料
・用
具
、画

集
等
の
資
料
を
十
分
準
備
し
て
お
く
。

<倉」造的な技能>【観察・弓
6年 :出来上がりをイメ

「情報収集」、「学び合しヽ」

彩色でtll作してしヽる。
5年 i「試しの活動」や

しヽ、自分の思しヽに合つた彩

世
「

豫 ドJttj幌準
)   ・て|ょ

7偉誓瑠ず
干立てを

)/2F
3.自分の作品や活動を振り返る

目

〉舌

1時|よ自分の思しヽが表現できるように工夫し

色するとしヽうことを提えさせる。

分の思しヽに合つた彩色を探れるように、「試

活動」や「1青報収集」、「学び合しヽ」などの活

できる環境設定をしておく。

スパッタリングやにじみ、ぼかし等

自分の思いを表すのに参考となる

画集や参考作品等を採す。 ト

友達と話したり活動を見合つたり

しながら活動の方向性を決める。

学習カード】
X―ジしながら計画的に「試しの活動」や

」等の活動を行しヽ、自分の思いに合つた

)「情報収集」、「学び合しヽ」等の活動を行
レ色で制作している。

思しヽに合つた彩色ができなしヽでしヽる児童に対し

|よ、上記のA～Cの活動を合わせてやつてみるよ

こアドバイスしたり、教師が技術的に支援したりす

自分の作品に込める思しヽと合わせながら、作品と

動を振り返り、次の方向性を見出せるようにする。

の技法等を試してみる。

1穀多7



抽
亜

電

麟

監賞指導の例と評価のポイント

蛍い。

酪表現(1)(2)」の題材の中に|よ、腿 の能力」を育成する内容のものもあり、その場合は、

4つの観点で評価規準を設定し言科面を行うことになります。

また、「B鑑賞(1)」の題材の中にも「発想や構想の能力」胎」造的な技能」の育成にかかわ

るものもあり、その場合には「造形への関心・意欲・態度」と「鑑賞の能力」だけでなく、4つの

資質能力の言刊面基準を設定し評価を行うことになります。

<4つ の評価の観点と「疑調則 「B鑑賞」の関連イメージ図>

「A表現」の題材の中で併せて取り上げていく場合

[B鑑賞(1‐)]

鑑賞を単独で取り上 げていく場合

31餞

! 鑑 賞の活動におしヽても 「発想と構
i想の能力」と「倉」造的な技能」は働き

i興才資ュ…………………耳

1.題 材名   「 すてきなものみつけた1」(5・6年生:同一題材)

2日 指導時間数 4時 間

3日 題材のねらい

身の回りにある様々なものの色や形の面白さに気付き、気に入つたものを

写真に写すことができる。また、互いの写真を見含い、様々な見方があるこ

とやそのよさについて認め含うことができる。



4.題材の評価規準と判断基準[ここでは工③についての判断規準(判断の尺度)を示す。]

B鑑賞 (1)

ア 造 形への関心・意欲・態度 工 鑑 賞の能力

①

　

②

　

　

③

身近な自然、文房具、家庭用品を、楽しく関心をも
つて見る。  (

見慣れたものを、しヽつもと|よ違う角度から見るな

ど違う見方をすると、新たな発見があるということに

気付く。

自分なりの表現意図をもち、写真に写すことの楽
しさ面白さを味わう。

① 作 品例から感じ取つたことや、自分が見つけた形
のよさを伝える。

② 友 達の写真を見たり考えを聞しヽたりし、自分のも

↓のと比べながらそのよさを感じ取り、共感する。(発)

③ 自 分が見つけた色や形などの造形的なよさを写

真に撮る。(倉」)

山 1世Eltす 望埜 /ILと コナ_″ ふ 力ヽ|キ■i― ヽ
十」「り に否午 ヽ

・r,巨じ翠 ∪ ▼リロ ■
・掛十メ

十分に滴足できる(A) おおむね満足できる(B) 努力を要する(C)へ の手立て

校舎内外の風景から、自分なりに

美ししヽ、面白いと思つた色や形など

を見つけるためにしヽろしヽろな見方

を探究し、それらを次々に写真に撮

り集めてしヽる。

校舎内外の風景から、自分なりに

美ししヽ、面白しヽと思つた色や形など

を見付け、それを写真に撮り集めて

しヽる。

その子なりの見方に自信をもた

せるよう励ます。物を見るときや写

真を撮るときの角度や距離などの

具外的なアドバイスをする。友達の

活動を参考にさせる。

5=学習の流れと評価計画 (「評価」の青文字は重点的に見る項目)

時 間 動〉舌習学 1面評

]

○ 参 考作品等を見て感じたことを話し合う。

参 !考  星 川ひろ子作品、教科書:開隆堂「美しい色、たのししヽ形」、日文「ぞう

隆譜綾罫端熱Ⅲ:rl宇!ぞ:中
『見方を変えると、おもしろしヽものきれしヽなものがたくさん

見付けられるよ』  |     ■ 1111■■■―|■
この

の言
かせ

こと|

てお1
いい色や形だなあ、おもしろいなあ、と思うものをたくさん

付けて友達に紹介しよう。

喪
不

観

①
① ②

ア

エ

【学習プリント】

2

○参考作品等を見て感じたことを話し合う。
「マンホールの蓋も顔に見えるよ」

○見付けた面白しヽ造形を写真に工夫して撮る。
「角度を変えて撮つてみよう」冊巨離はこれくらいからがいいかなあ」
■e / ガ H     P さ = = 4 . ふ = 日 力J さ= キ 4 t ‐ 生4 _ ~ r i ち ヮ              _

ア ① ② ③
工 ③

【 観 察 】
【学習後のア
ンケート】

本 ノ ンL / ~ ノ / E l ■/ 」ヽ
ヤ
[ 不ノト/ 口判J ロ イ3 / t p 4 t C o

※子どもの撮つた写真を現像しておく。
次
時

お
き

見
合

お
く
．

]

○自分の撮つた写真を見て、題名やコメントを添える。

『な、きだしを書しヽてみるとおもしろしヽよ』

作品を見含つて、感想を伝え含おう。

①見付|ナた面白しヽ造形を写真に工夫して撮る。
「戸 ム, 次R 、あi 戸目 7 ~ カム, げね 1 「i ゴて力開 i t 目古 ド 1

ま
で
に
掲
示
し
て

、
互
い
の
写
真
を

え
る
よ
う
に
し
て

【 観 察 】
【感想カード、

付 箋 紙 】

②

②

①

①

ア

エ

※感想は、「感想力Tド」や付筆紙に書き合しヽ、記録とし
しておく。

て残るよう

チ9 韓



圏
闘
圏
電
麟

年間指導計画を作成する場合、どのようなことに留意

すればよいでしょうか。

鰤
十複式の年間指導計画を作成する上でのポイントは次の3点 ですど

① 学 習指導要領で|よ、目標及び学習内容を2学年まとめて示してしヽるので、
2学年を見通した題材を構成し、家庭科で付けたい資質や能力が育成でき
るような配列になつてしヽるかを内容確認表 (チェックリス ト)で 確認し
ます。

② 第 5、 6学年で|よ授業時数が違うので、時数差への配慮が必要です。

③ 同 題材同内容による繰り返し実、A・ B両年度栗、折衷案などの学習指
導の類型から、地域や児童の実態を考慮して選択します。

題晶醜例曜需写昌署響〒甲〒字
図りなが多l総 含的

“揮点下家庭生活を学習できるようt

【内容項目の関連図】

(2)衣 服への関心

ア 衣 服の働き、日常着の着方
イ 日 常着の手入れの必要性

(4)食 事への関心

ア 食 品の栄養的特徴、調和の
よしヽ食事のとり方。

イ ]食 分の食事

(3)生 活に役立う物の製作
ア 製 作する物を考え、計画の
立案

イ 形 の工夫、目的に応 じた手
縫い、ミシン縫しヽ

ア 材 料の分量、手順を考えた
調理計画

イ 洗 しヽ方、切り方、味の付け方、
後片付けの仕方

ウ ゆ でる、しヽためる調理
工 米 飯、みそ汁の調理
オ 用 具や食器の安全で衛生的
な取り扱しヽ

(7)物 や金銭の使い方と買い物
ア 物 や金銭の使しヽ方
イ 身 の回りの物の選び方や買い方を考え、購入する

(1)家 庭生活と家族
ア 自 分や家族の生活を支える仕事
イ 自 分の分担する仕事の工夫
ウ 生 活時間の使い方と家族への協力
工 家 族との触れあしヽや団らんの工夫

(8)家 庭生活の工夫

(6)住 まい方への関心
ア 整 理・整とんや清掃の工夫
イ 気 持ちよい住ましヽ方



月

学年
第5学年(60時 間) 第6学年(55時 間)

4

5

6

7

像働

○ 学 年オリエンテーション (0.5) ○ 学 年オリエンテーシヨン (0.5)

○ 生 活を見つめよう (2.5) ○計画的な生活を送ろう (2.5)

○ 運 動会の玉作り
―手縫いで一 (5)

○ 運 動会の玉作り
一ミシン縫しヽで一 (5)

① わ たしの自慢の一皿 (10) ○ こ 飯とみそ汁を作ろう (10)

○ 林 間学校グッズを作ろう

一手縫しヽで一 (5)

○ 修 学旅行グッズを作ろう

一ミシンを使つて一 (5)

8

9

1 0
S
12
(25)

○ 快 適な着方(o)(ハ年度) ① f距な住まい方をめざして(0)(囃 )
.        l                          i    l      i

○ 私 の朝食づくり (8) ○ 家 族のための献立作り (8)

① 読 書の秋 (11)
‐本カバーを作ろう一

○ 生 活を楽しくする物を作ろう (11)
一布を再利用しよう一

１

　

２

( 1 2 )

( 7 )

0 6年 生へ感謝を込めて (10)
(製作Tペ ンケース、マスコットなど)

○ 家 族へ感謝の気持ちを込めて (5)
(製作―弁当包み、買しヽ物袋など)

0 1年 を振り返つて

出来るようになったことを

発表しよう (2)

0 2年 間の学びを振り返つて

家族や近隣の人々のために

出来ることを発表しよう (2)

ザ
き
さ
ひ
轡

降雛ず| ○_ |
ハ 彰 ハ ウ ハ ウ ハ彰 ハΨ ハ                 ヘ 彩 余

9ハ 彰 ハウ ハウ ハウ ハ彩                     Ψ ″

韓41

※内容確認表 [チェックリスト(一部)]

内容

題材

舌Ｄ
陸雛

＜

家
と

( 2 )

衣服への
関心

(3)
生活に役
立つ物の
製作

(Z午)

食事への
関心

(5)

簡単な
調理

(6)

住 ま しヽ方
への関心Ｄ的嚇レ

＜

物
の
と

古働
睦獣

＜

家
の

生活を見
つめよう

○

運動会の
玉作り

①

Vハ Ψ ハ ウ ハ ウ ハウ                ヘ つ ハ Vハ ウ ハ 彰 ハ彰 余 Vハ 彩 ハ彩 ハ も ハ 彰 ハ ゥ ハ ゥ ハ vハ vへ vへ 彰 へ 彰 へ vハ 彰 ´



複式学級のよさを生かした指導計画 ・評価計画をどの

ように作成するとよいでしょうか。

節 ここでは、 r住まい方への関心」の学習における指導のポイントを挙げます。

藤
塞
ん
せ

【指導・評価計画(一部抜粋)】

次 時 学習目標 学習内容 指導及び留意点 評価 ・評価方法

Ｉ

暖

か

い

住

ま

い

方

] が
　
む
課
と

○

○

1 日 光の動きについて
調べる古

2 住 ましヽと日光の関係
につしヽてまとめる。

3 暖 か い住 ま い 方 に
つ しヽて 自己課題 を設
定する。

・ 全体課題 「日光の利
用」を通し、自己課題
設定に導く。

t様 々な日光の動きに
つしヽて考えさせながら、
日光が暖房の役害」も担
つてしヽることを理解さ
せる。

○ 暖 かく住むための自
己課題を設定 しようと
してしヽるか。

(関心 ・意欲 ・態度)
・学習プリント

○ 日 光の動きが理解で
きたか。

(知識 ・理解)
・学習プリン ト

2 ○ 暖 かしヽ住ましヽ
方につしヽて考え
ることができる。 2

1 自分の課題解決のた
めの追究活動を行う。

自分の家で実践でき
ることを考える。

課題|よ子ども一人一

人の家庭環境に応 じた
内容にさせる。

課題や追究方法など
を把握しておく。

○ 暖 かい住ましヽ方につ
しヽて自分なりに工夫し
ようとしてしヽるか。

(倉」意工夫)
・活動の様子

課

外

○ 学 習内容を家
庭での実践につ
な|ザる。

]自 分が考えたことを
各家庭で実践する。

実践方法を把握して
おく。

□

換

気

の

仕

方

1 ○ 住 ましヽにおけ
る換気の必要性
が分かる。

]換 気 につしヽて話 し
合う。

2 換 気の必要性につい
て話し合う。

3 家 庭での生かし方を
考える。

資
展
　
く
夫
実

ｏ

や
を
　
よ
工
で
る

料
開
　
過
を
践

○  換 気の必要性 につ

しヽて理解できたか。
(知識 ・理解)

・ 発表

指ジ袋六
ジの学習

併

2 ○ 換 気につしヽて
自己課題を立て
ることができる。

4 換 気について自己課
題を設定する。

・ 児童がより深めたい
ことを確認 し、自己課
題を立てさせる。

・ 生活に生かせる内容
にしたしヽ。

○ 換 気につしヽて自己課
題を設定できたか。

(関心 ・意欲 ・態度)
・学習プリン ト

3 ○ 換 気の仕方に
つしヽて考えるこ
とができる。

l 自分の課題解決のた
めの追究活動を行う。

自分の家で実践でき
ることを考える。

2

・ 課題は児童一人一人
の家庭環境に応 じた内
容にさせる。

・ 課題や追究方法など
を把握しておく。

○ 換 気の仕方について
自分なりに工夫 しよう
としてしヽるか。

(倉」意工夫)
・活動の様子

4 ○ 学 びを生活に
生かすことがで
きる。

1 追 究活動や実践結果
を交流する。

2 家 での生か し方をま
とめる。
(暖かい住まい方換気の仕方)

・ 各自の家での生かし
方につしヽて確認する。

・ 児童相互の学びを大
切にしたしヽ。

○ 学 習内容を生活に生
かそうとしてしヽるか。

(関心 ・意欲 ・態度)
・追究活動結果

4 2 韓



【展開例及び評価規準  「気持ちのよい住まい方」】

(1)目 標     モ
快適に過ごすためには、換気が必要であることを理解

する。 (知識 ・理解)

(2)展 開

シ
識
謗
影
の

課程 学習活動と学習内容 指導上の留意点 資料等

課
題
を
も
つ

見
通
し
を
深
め
る

問題把握をづ
・ 暖かく准

夫につい

家庭内の湿S

て話し合う。

換気の必要|」
・結露によそ

写真③

い
る。

Iまうための方法や工

て思い出させる。

換気につい

実験具

学習

プリント

自己

評価表

て考えよう

記のたまる場所につしヽ

:につしヽて話し合う。

)被害

嫌野甲■ 車 曜ヽ科協綿 市曽硝夕 徹 爾

暖房器具で暖かくて

しヽに起きることにつしヽ

「ることで、住ま

て焦点化する。

塩化コバル トで染めた布は、

乾燥 してしヽるときは水色だが
ガラスボ ックスの中の湿気で
ピンク色に変色する。

Tiど こからピンク色に変わり

始めたかな ?

Ci周 りから…

T:周 りつて ?

Ci床 や壁や天丼や…。

風通しをよくする方法につしヽて話し合う。
・窓と通風
・室内気流

写真④

教師|よ左側の開田部だけを

開|する。

T;煙 |よ出ているかな ?

Ct出 ていなしヽ 1

次に教師は右側下部の開回

部を開ける。
T:空 気と煙の動きはどうなつ
ているかな?

Ci空 気は下に入つてぐるぐる
回りながら上つて左の窓
から出てしヽく…。

本時の評価規準
判 断 基 準 ( 判断 の 尺 度)

十分満足できる(A) おおむね満足できる (B) 努力を要する児童への支援(C)

住ましヽにお

|する換気の必

要性 を理解 し

ている。

換気の必要性を理解し、自分

の住まいと関連させて、生活ヘ

の影響や快適に住まう工夫につ

しヽての知識を身につけている。

快適 に過 こすために

|よ、換気が必要であるこ

とを理解 してしヽる。

実験の試料を示 し、湿

気や風通 しにつしヽて個別

に説明する。

串 4ブ



む
醒

轟

ギ

基礎 ・基本を確実に身に付けさせるためのポイントは

何でしようか。

お品 育てる資質・能力の明確化を図ることが大切です。
試 品

l   t   t      i ! ! l  i l  l l i

鮮 恙材あ評価1幸を荏歳じ
it老

れに皇|づいて実現状況を評即1可つ=|ず ″要です。

「家庭生活と家族」の評価規準の具体例

名蕎藪鴨逢 生活め技能 否唇鑑墨
li塁
経下?

・ 家庭の仕事に関心

をもつてしヽる。

自分の分担する家

族の仕事に取り組も

うとしてしヽる。

家庭の仕事を見直
し、自分の分担する

仕事につしヽて考えた

り、自分なりに工夫

したりしている。

自分や家族の生活
を支えるための仕事

を分担することがで

きる。

・ 家庭には、自分や

家族の生活を支える

仕事がある事を理解

してしヽる。
・ 家族の一員として

仕事を分担すること

につしヽて理解 してしヽ

る。

鮮 複式学級における学習指導の特質を生かします。

① 個 別指導が行われやすしヽので、児童が主体的に学習できるよう問題解決的な学
習を充実させます。

② 2学 年の協力的な関係を大切にし、お互しヽを認めあう学習になるよう工夫します。
③ 調 査 ・観察 ・実習などの実践的 ・体験的な学習活動を取り入れます。
④ 学 習したことを他学年との交流学習に生かします。
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【食事への関心 〈ごはんとみそ汁〉】

お米がこ飯に変わる瞬間
・水の通り道ができたよ
・あっ 1こ飯に !!

押  児
童が興昧 !関

,を 示す教材開発を行います。

【住ましヽ方への関心 く気持ちよい住まい方〉】

ギ
諾
の
デ
錢

【家庭生活と家族 〈わたしの成長と家族〉】

54F rtR  tt ni

★ 々 キ ■ ★ 女 ★ 会 ★ 古 ★ t

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

わたしの将来の身長|よ?
。 ここまで成長できたのは家族
のおかげです。

・ 予沢」身長になるためには、何
が必要なのかな?

バランスのよしヽ食事かな?

この部屋の明かりは?
・ 茶の間だから明るく
したしヽな。

串4ラ



複式学級のよさを生かした指導は、どのように行えば

よいでしょうか。

Al‐

謎需離蒼裸ヰ唇曇冒信
れています古
を生かして同単元同内容の学習という

で進め|るとよいで、しよう。

Q干権い|=よる馨竹!||lill■li■|
‐■手準いの小初の勢竹に再●客やつO!・場所に応じた縫い方を考えⅢ自分

!鴨   擁 岳:鍵るよ|
■ 手縫し、1とよる宙単な縫い方を理解
!するも|・|■ ! | |■ ■|| 「

ぽ

項 目 日 田 函 菌 □ 田 日 日 国 霞 園 □ 圏 目 国 田 田 □ 園 園 国 園 圏 電 画 田 臣 日 雷 目 目 画 田 田 田 臣 口 臣 画 ロ ロ ロ 園 国 圏 日
革

日

:【題材例】運動会グッズを作ろう 1(同単元同内容)               畳

雷 家 庭生活や学校生活に役立つ小物を布を用しヽて製作することにより、作る楽 畳

:し さを味わうとともに製作に関する基礎的な技能を身に付けることができる。  雷
日

中 国 圏 □ 圏 目 目 函 臣 画 囲 田 画 田 口 田 題 願 □ 田 日 閣 露 田 函 圏 園 目 圏 圏 圏 圏 閣 醸 題 園 函 園 園 圏 函 圏 国 田 国 国 園 目 圏 醸
炉

5年      1                  1     6年

?デ呈多ザ諸糞荘冦選思密譜答毛勤手乞t!
・ミシシ縫いの特徴を生かし、縫しヽ
方を考えたり、自分なりに工夫した
りする。      |

・ 直線縫しヽをすることができる。
・ ミシン縫いの特徴を理解する。

運動会用 玉 作り この縫しヽ代を5年生は手縫しヽで、

6年生はミシン縫いで仕上|ザます。

作品|よ運動会で使しヽます。

5年 生も実態に応 じて、ミシン

縫いを取り入れることができます。

46f揮勢



○今日の学習

家庭科学びカー ド例

メッセージ

①今日の学習でわかつたこと

○生活に生かしたしヽこと

①ペアヘー言どうぞ !

作品や活動の様子の

写真を貼ることもでき

ます古||    十 11

付箋も活用で

きます。

玉結びを何回練習してもできなかった
んだけど、コツを教えてくれてありがと

う。A子さんはミシンをがんばってくだ

さしヽ。私もやつてみたしヽです。

(5年生から6年生へのメッセージ)

目標に準拠した評価が重視されることから学習過程の評価を大切にする必要がありま

す。また、相互評価を工夫し、お互しヽに学べる場面を設定しましょう。

自己評価例

4,3,2・ ]で自己評1面します。

ミシン縫いのよさがわかりましたか。

ミシン縫しヽや手縫しヽを取り入れ縫

しヽ方を考えましたわ`。

布の端の始末の仕方がわかりました力ヽ

縫しヽ方を工夫して作品を作ること

ができましたか

身の回りにある布で作られたもの

を進んで調べられましたか ?

ミシン縫いを使つて直線縫いがで

きましたか。

友達の学びを自分の学習に生かす

ことができましたか。

(一部記載)

組
て
躍
欝
固
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十1=☆

18

含同体育を実施する

ときの指導計画は、どの

ような点に留意して作成

すればよいでしょうか。

容の取扱しヽに注意して、施設、

などの状況と児童の実態に応じ

計画を作成しましょう。

運動の仕方を知る。活動や

規則を工夫することができる

ようにする。

' 自 己(チーム)の能力に適し
た課題をもつ。課題の解決の

仕方を工夫することができる

ようにする。

自己 (チーム)の能力に適し

た課題を決める。課題の解決

の仕方を工夫することができ

るようにする。

め
囮
緊
ぜ

秘解荘i章封算挫望主都つ:章車母F控舞14蛸幹撻詫庄盤
4 8菓鋭

領

域
内 容

内 容 の 取 扱 い

1 年 1 2 年 3年 14年 5年 +6年

ゲ
ー
ム

ボールゲーム(1,2年 ) 必 1必

しヽすれか

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

バスケットボール型ゲーム

サッカー型ゲーム いすれか それぞれの
運動の特性に
応じ、学年差、
個人差を配慮
した計画を作
成しましょう。

ベースボール型ゲーム しヽすれか

バレーボール型ゲーム等

その他の運動

DElえて指導

可

鬼遊び (]・2年 ) しゆ れか

ボ
ー
ル
運
動

バスケットボール しじ れか

サッカー しけ れか

ソフトボール又はソフトパレーボール 扱わないも可

八ンドボール等その他のボール運動 加えて指導可

「いすれか」の内容の取扱

いは、児童の実態に応じて

扱うようにします。



晶磐更親編啓罫富管嬰喜盈雪声い|ど
の領域の内容を合同体育で1子Pか

マ
菱
ル
は
畷

第 1・2学 年 第3・ 4学 年 第5・ 6学 年

４

月

基本の運動

器械・器具を使つて運動遊び

(固定施設)     ④

基本の運動

力試しの運動

④ ④運動

基本の運動

用具を操作する

④

体つくり運動

基本の運動

走・跳の運動遊び

(か|ナっこ・リレー遊び)  ⑤ ⑤

基本の運動

走・跳の運動

⑤

陸上運動

短距離走・リレー

５

月
表現リズム遊び

リズム遊び      ⑥
表現運動

表現 リズムダンス    ⑥
表現運動

表現 フ ォークダンス    ⑥

６

月

ゲーム

ボールゲーム

(ボール蹴リゲーム)  ③

ゲーム
ベースボール型ゲーム  ②

器械運動

鉄棒運動       ⑥
保 健     ② 保 健      ③

基本の運動

水遊び

甘 + 企 ヨ 墨

⑥⑥

浮く・派ぐ運動

」`   //J｀

⑥

フ

月

８

・９

月

モ  ② ② ―    ②
基本の運動      ~~

走t眺の運動遊び(跳び遊び)① 走・跳の運動       r 集

運動

]的 な運動においては、含同 ⑬

基本の運動

器械・器具を使つての運動遊び

(跳び箱・鉄棒)      ②

基本の運動

器械1器具を使つての

運動遊び(眺び箱)②

鯖
柵
キ②ｌ

を取り入れると、その運動の

こ十分触れることができます。

１０
月

②

ゲーム

ボールゲーム(ボール蹴リゲーム)

①
ゲーム

サッカー型ゲーム

含同体育  ボ _ル 運動

サッカー

①１１
月

ゲーム         の

基本の運動

器械・器具を使っての運動遊び

(マット・平均台)    ①

基本の運動

器械・器具を使つての運動

(マット・鉄棒)①

器械運動

マット運動

鉄棒運動 ①

器械運動

マット運動       ①

確
月 ④

体つくり運動

基本の運動

用具を操作する運動遊び

(なわ・輪)     ⑤

基本の運動

用具を操作する運動(なわ・輪)

⑤ 保 健     ③

１

・２
月

基本の運動

力試しの運動遊び    ②
保 健

② ②

保 健

ゲーム

ポールゲーム(ボール投げゲーム)

⑫

ゲーム

バスケットボール型ゲーム
台同体育  ボ

~ル運動

②   バ
スケツトボ~ル

３

月
基本の運動
表現リズム遊び(表現遊び) ④ 夕算表現室錦藩かし
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をれをあ轟お鶴キ申学,||す↓キ■

魯.立手葛た樹干種震掘柔易審堰罫魯
昌識 し、健康によしヽ生活の仕方が 目

8摺暫喜言景夢Pに
することを目

魯
騒 遼 橿 垂 直 極 穐 枢 巻 程 撞 園 霞 圏 圏 園 圏 聾 圏 酉 圏 墓

憑
 亀 ≧ 蚤 騒 毯 桂 圏 圏 国 国 圏 園 題 瞳 題 圏 国 囲 邸 園 圏 園 目 目 園 醸

ゴ

学 年 】 項 目 名 授業時数

〇 「毎日の生活と健康」
ア ]日 の生活の仕方

イ 身 のまわりの清潔や生活環

ヽ
ヽ
豊
引 8 単 位 時 間

程 度
第4学 年 「育ちゆく体とわたし」 駆簸議へ蕃ルさ
第5学 年 「け が の 防 止 」

「 心 の 健 康 」

交通事故や学校生活の事故などの原

けがの手当

1 6単 位時間

程    度

第6学 年

空 r7丁
期D D` D` つ`つこ起 こる材

項堅翌ゴ少み

頓 圏 臼 麗 圏 圏 醸 圏 醸 日 歯 醒 国 聾 圏 醸 醸 題 醸 函 圏 圏 圏 園 題 闘 闘 目 圏 題 醸

圏 日 常生活で体験する可能性の高 轡固     _

圏 児 童の心身の発育 ・発達が早期化して 目

魯嬰こ岳を察警飛暑ぃそ泰扇呈暮再案レ濯魯
魯つしヽての学習が第4学年におしヽて示されて 目
目しヽます

い
ぶ
さ
え

園

置しヽ 「すり傷、鼻出血、やけど、打撲」 圏
圏

轡等を取 り上 |ザ、その応急手当につ 暑

が
誰
静
静
圏し
て

暑聖盲暦舅重堤巣兵
簡単な手当がで国

聯 国 圏 題 聾 国 国 圏 醸 闘 国 国 』 国 題 聾 聾 閣 国 璽 圏 圏 国 醸
橿

犠
保健学習は、集中か分散か?

○  児 童が学習した内容をまとまりとして理解できる程度に

集中して実施することが大切です。

○  学 習過程、学習形態によってその集中のさせ方は異なります。

・ 体験的な学習を中心→体験活動を2単 位時間連続

・ 課題解決的な学習を仲間で行う■課題設定]単位時間、課題

追究(家庭・放課後に各自で)、まとめ2時 間 発 表]単位時

,01酵



初めての保健学習となるので、身近な

生活から問題に気付かせ、楽しく分かりや

すい授業になるよう配慮しましょう。

「毎日の健康と生活」 「育ちゆく体とわたし」
作業や体

験的な活動
ラ々]:|]::15世i]|[::テl、tl′it、

自分で考える

時間を確保し

ましょう。

毎日の生活の仕方①

O 食 事、運動、睡賦の調租
のとれた生活を続けること
の大切さ。

① 自 分の生活の振り返りと

課題の把握

育ちゆく体の変化

○ 一 般的な体の変化

○ 体 の発青・発達の個人差

毎日の生活の仕方②
O 自 分の課題を解決するた

めの手立て

① こ れからの生活で実践す

る意欲をもつ

体をよりよく発育・発達させる

生活の仕方

○ 多 くの種類の食品をとる、

適切な運動、十分な睡眠

に
て

期
め

学
と

―
ま

換気や手

洗いの実験

を取り入れ、

意欲的に学習

できるよう工

夫しましょう。

体の清潔と生活環境
○ 換 気などの生活環境を整

えることの大切さ

○ 体 の清潔を保つことの大

切さ

思春期に起こる体の変化①

O 大 人の体つき

① 男 女の特徴

○ 発 育の個人差

保健室の働きを知ろう

○ 保 健室は学校保健活動
の中心的役書」を担つている
こと

○ 学 校では様々な保健活

動が行われていること

2学期後半
か ら

3 学  期

思春期に起こる体の変化②
異性への関心の芽生え

○ 大 人の体に近づく現象

○ 現 象時期の個人差

思春期における体の変化|よ誰にでも起

こること、自分と他の人で|よ成長に早しヽ

遅しヽなどの違しヽがあることなどにつしヽて

十分に理解できるように配慮しましよう。

養護教諭の協力を得な

がら進めてみましょう。

それぞれの時期がばらばらに展開されるので|よなく、児童に見通しを持たせ、単元と

してのまとまりを持つて学習が進められるように配慮する。



幹
固
恵
き

軽静墨鰹
eゼ機種リプ館霧f極簡‖ジ審篭る寵鶴睦評イのがイント

基礎・基本を確実に身に付けさせる指導のポイン

トは何でしょうか。

圭があるので、それらを考慮した指導

生に触れる楽しさや喜びが味わえるよ

児童の実現状況

(課題) 指導の工夫

捕  る ボールを怖がるた
め、しっかり捕ること
ができなしヽ。

用具の工夫 ソフトテニスのボール
やスポンジボールを使用

投げる ボールを遠くに(強
く)投 げることがで
きない。

練習方法の

夫工 凝塁1盟塩Υ京詐
いボールに慣れさせる。

・０
作

“一
作
習

ズ削
姦餓剛杯

ゆ
し
，
！
速
の

ｒ

，訃

＝

ｌｔ相手に向かつて正

確に投|ザることがで
きなしヽ。

近しヽ距離のキャッチボ
ールから少しすつ離れて
しヽく。           R ｒ

ヽ

――
叫
ｌ
ｋ

近 い距 離

! 霞ヽ露錫イ

違 い 距 離
の

f 練
習

打  つ バットなどを使しヽ

ボールをしつかり打
つことができなしヽ。 夫工

用具の工夫
練習方法の

ティーを使つて止まっ

てしヽるボールを打つ。

近くからトスされたボ
ールを打つ。

8 ド  ■: ―!  モ' ‐|   |  ! 十ナ|    十1  1 ! ! i “` |

i tベ ースを手前に設ける。

:.ボ巧〉≧酷素」承1をもフラ:
8 イ に触れればアウトとする。
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一人一人やチームの 「めあて」をしっかり持たせ、課題解決に取

り組ませましょう。

時 間 学 習  活  動

１

，
２

○ オ リエンテーション

学習のねらしヽや内容、進め方につしヽて剣り、学習の

。 妥単府要ズト
○ グ ルーピング

○ 試 しのゲーム

一人一人の運動能

力やチームの実態

をす巴握します。

品 技ヨ訴
練習の仕方を工夫

個々の技能を高める

一

３

・
４

・
５

・
６

・
フ

ねらしヽ①
/

ルールを決め、簡単な作戦を生かしてゲームを

楽しむことができる。

★ 1単位時間の学習の流れ

8橿炉胃ぽ動・ ボ上ル遊む    /
1  ド

リブルランエング
パス  ド リブルシュート
ランニングシュート

○ ドリルゲーム  パ スゲーム
3オン2(八 一フコート)

○

○

○

○

ゲニム①
作戦タイム 練
ゲーム②
整理運動とまと

ム 広l、の          る
8   な 言 同主 日日 /7h世 当刃引ヵヽ tに 対 、外

８

。
９

・
‐０

○ パ スアンドラン

○ 速 攻

① 3対 3の攻防
― fff=======:::::::i:::i18

TEF口▼IBJ VノfEヨ υノ/JH」 1エ

を示す共通課題の設定

チームや一人一人の「め

あて」を設定

【 共 通 課 題 】

「パスアンドランで攻めよ

う」

【児 童 の め あ て 】

〔宅三莫1紀唇留馨雰堂賃客繋衝き巨をふ込筈著!レ〕|

] ]

12

」
一

グ 戦  こ れ ま で の 学 習 を 生 か して ゲ
ー

ム を 楽 15年

一

1茎話 ず

したら前

しむことができる 16年
・…パス出をしたら空い |

t、   るスペースに走1′|めとま

瘤
あ
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轟
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迦セ異学年集回のよさを生かす指導の工夫や場の工夫をしましょう。

ぴ
投
欝
だ

ゲーム観
どんなゲームがしたい

スピーディなゲーム

１

　

　

２

ねらしヽ②

チームの特徴に応じた作戦を立てたり、ルール

を工夫したりしてゲームを楽しむことができる。

準備運動

本時の学習内容の確認

ドリルゲーム

パスゲーム

3オン2(八 一フコート)

チェストパス

ランニングシュー ト
O

〇 〇

4

〇

一
〇　　一十一”一

一
③
ｉ

ｉ
Ｏ

ｑ

一

〇

―◎―

5 作 戦タイム

6 ゲ ーム②

7 ま とめと整理運動

ゲーム構想
どんなゲームをするのか

短いパスをつ懇げる

ゲーム構想を達成するた
めの戦術

パスアンドラン
パスアンドランで攻めよう。

課題を明確にし、個々の能力からどの

程度達成可能かを考えながら個々の 「め

あて」を決めて、意欲的に取り組ませ

ましょう。

グリッドコート
・ポジションの役割が明確
。みんながボールに触れることができる

ルールの工夫

・得点するシュートの楽しさを大切にした場合

5年 …・リングに当たつたら2点

入つたら3点

6年 ・…リングに当たつたら1点

入つたら2点

(児童の技能に応じて点数を変えてもよい)

' 4 簿



評価規準の設定は、どのような点に注意すればよ

いでしょうか。

ヨ標に照らして、できるだけ具体的な児童

「るために 「どんなことが、どの程度でき
)となるように設定します。

で
つ

を

筈

ヘ

半」断基準(半」断の尺度)

―

・
２

【関心・意欲・態度】
・ 進んで練習やゲームを楽しもうとする。
・ ゲームや線習の仕方、準備、後片付けの

約束を守ろうとする。

【思考・半」断】
・ 自分の持つてしヽる技能がわかり、学習の

見通しが持てる。

【技能】
・ ゲームを楽しむためのパスやドリブル、
シュートの技能を身に付けてしヽる。

３

・
４

・
５

・
６

・
７

【関心・意欲・態度】
・ 役割を彰)サ旦して準備帥 けをしている。
・ ルールを守リゲームをするとともに安全

に留意してしヽる。

【思考・半」断】
・ 簡単な作戦を考えたりしてゲームに生

かしてしヽる。

【技能】
・ ボールを受けやすい位置に動いてもらしヽ、

状況に応じてパスやドリブルなどでボール

運びができる。

努力を要する状況の児童への支援の手立て

【関心・意欲・態度】
・ チームの一員である自覚を持たせ、自分の役害」を

果たすことがチームワークの向上につながることを

指導。
・ ルールやマナーを守らな|ナればゲームが成立し

なしヽことを指導。
`教師の積極的な声かけ。

【思考・半」断】
`「具体的なめあて」の例を示し、選択させながら、
自分のめあてを考えさせる。

・ どうすれば勝てるのかの観点で考えさせ、動きを

作るよう指導。
・ 作戦の話し合しヽに積極的に加わり、自分の役書」を

よく理解するよう指導。

【技能】
°

ボールに慣れるよう、ドリブル、パスなどの練習時

間を確保する。
・

空いてしヽるスペースに動くよう指導。
・

ゲーム中に声かけをし周りの状況を見るよう指導。

８

６
９

・
Ю

・
「

『
確

【関心・意欲・態度】
・ チームの作戦をもとに、進んで楽しく練

習やゲームに取り組んでしヽる。

【思考・判断】
・ 作戦を成功させるための練習方法を選

んだり考えたりしてしヽる。

作戦をゲームに生かしてしヽる。

【技能】
・ ボールを受けやすしヽ位置に動しヽてもらい、

状況に応じてパスやドリブル、シュートをし

て攻撃できる。

争 ,ラ
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